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2016 年 12 月 22 日 
報道関係各位 
ニュースリリース 
 

｢メニューからみた食卓調査 2016｣結果の速報 
― ネット⾒て「早く・簡単・楽ちん」メニューを食卓・お弁当に ― 

 
 
 株式会社日本能率協会総合研究所（代表取締役社⻑：加藤⽂昭 本社：東京都港区）は、08 年から毎
年継続している最新調査として、16 年 7 月に 20 代〜60 代主婦を対象に、「メニューからみた食卓調査
2016｣を実施いたしました。本調査は、主婦の調理に関する⼿作り・こだわり意識や、加⼯食品・中食
の利⽤実態、その変化を検証するために企画・実施したものです。 
(http://www.jmar.biz/report/life/16_menu.html) 
 
 

◆メニュー情報源のトップはネットのレシピサイト 
20 代〜40 代の No.1 情報源に。50 代・60 代でも利⽤拡⼤中。 

「レシピサイト」は、09 年の 36％から 16 年でほぼ倍増。20 代では 11 年に１位、30 代では 13
年に、40 代では 14 年に、7 割を超えて１位。60 代では 16 年で「新聞記事」と逆転。 
◆主食系の手作りメニュー「チャーハン」は、 
““““素””””や「冷凍食品」の拡⼤で、中食利⽤は 5 人に 1 人に増加中。 

「チャーハン等」は⼿作りメニューが 65％。中食メニューが 19％で、09 年から 16 年で 5 ポイン
ト増加。「市販の冷凍食品」を「電⼦レンジで調理」が 2 割、「フライパンで調理」が 1 割超。 
◆家庭の定番メニュー「餃子」を手作りする人は減少。 

「冷凍食品」「⽣餃子」を買って「フライパンで焼く」へ。 
月に 1 回以上登場するメニューで「餃⼦」は 72％。⼿作りメニューでは 37％。「冷凍食品を利⽤
する」が 30％から 48％に、「市販の⽣餃⼦を利⽤する」が 36％から 42％に、年々増加。 
◆お弁当作りに、40 代〜50 代では「冷凍食品」が必須。 

20 代ではおかずの使いまわしと、前日に「キャラ弁」づくり。 
お弁当作りが日課の主婦は、40 代で最も多く 77％、60 代で最も少なく 27％。「市販の冷凍食品
を利⽤」は 40 代で 77％、50 代で 70％。20 代は、「おかずに常備菜を使う」が目⽴つ。 
◆““““常備菜””””を作るシーン、60 代はもう一品、ご飯のおともに。 

20 代〜40 代はまとめ買い時・お弁当⽤に作り置く。 
「メニューを一品増やすため」は 60 代で最も多く、「安い食材をまとめ買いした時」は 30 代で多
い回答。「休日や時間のある時に」は 20 代で 4 割超、「お弁当⽤に」は 40 代・20 代で 3 割超。 

 
 
【調査概要】 
・調査対象： 首都圏・中部圏・近畿圏に居住する、20 代〜60 代の主婦（既婚⼥性） 
・調査方法： 日本能率協会総合研究所「モニターリサーチ・システム」利⽤による FAX 調査 
・有効回収数： 1,065 人(発送数 1,500 人、有効回収率 71.0％)  
・調査実施日： 2016 年 7 月 6 日（水）〜7 月 13 日（水） 
 

《本件についてのお問い合わせ先》 
株式会社日本能率協会総合研究所 消費者研究部  担当：土井 
       〒100-0004 東京都千代田区大⼿町２-２-１ 新大⼿町ビル２階 
TEL:03-6202-1287   FAX:03-6202-1294 E-mail:info_mlmc@jmar.co.jp 
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 「メニューからみた食卓調査 2016｣は、20 代〜60 代主婦を対象に、主婦の調理に関する⼿作り・こ
だわり意識や、加⼯食品・中食の利⽤実態、その変化を検証するため、下記項目について調査を企画・
実施いたしました。 
 
 １）料理・食に対する意識・⾏動 
 ２）日常メニューのポジショニング 
  メニュー65 品目： ①定番メニュー ②⼿作りメニュー  
   ③イベントメニュー ④中食メニュー 

３）代表メニューの作り方 
  調理実態： ①カレー ②パスタ・スパゲッティ ③ピザ 
   ④チャーハン ⑤餃⼦ ⑥コロッケ ⑦鍋料理 
 ４）夕食・朝食・お弁当作り・常備菜について 
  メニューレシピの情報源 
  夕食シーン：①家族全員の夕食頻度、②夕食メニューの決め方 
  朝食シーン：①家庭での朝食頻度、②朝食の準備、③朝食メニュー 
  お弁当：①お弁当を持っていく家族、②お弁当作りの意識・⾏動 
  常備菜：常備菜の実態 
 ５）中食利⽤と買い物⾏動 
  市販の素・調理⽤ソース・簡便調味料：利⽤品目 
  中食・外食の利⽤：①よく⾏なう、②抵抗感  
  買い物⾏動：食品購入時の心がけ 
 
 本調査は、食卓とメニューの⽣活者データベースとして、食⽣活のマーケティング戦略に必要不可⽋
な基礎調査データとなります。今回はその中から、「メニューの作り方・レシピの情報源」「チャーハン
の作り方」「餃⼦の作り方」「お弁当作りの実態」「常備菜作りについての該当事項」に焦点を当てて結果
の速報を報告しています。(http://www.jmar.biz/report/life/16_menu.html) 
 

【調査購入のご案内】 
 本調査は、弊社⾃主企画による調査に複数企業がご参加いただく方式で実施し、以下のアウトプット
一式を提供いたします。 
 ①調査のアウトプット 
  （1）調査報告書：A4 判・50 ページ・2016 年 9 月発⾏ 
  （2）集計結果表：A4 判・471 ページ・2016 年 8 月発⾏ 
  （3）集計データ（CD-ROM）：クロス集計、ローデータ、他 
 ②購入費⽤：定価 420,000 円(税別）／ＭＤＢメンバー価格 380,000 円(税別） 
 
※本調査の成果物の著作権は（株）日本能率協会総合研究所が保有します。 
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